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令和６年度横須賀市観光振興推進委員会 議事概要 

 

日 時：令和７年(2025 年)３月 26 日(水) 15 時 00 分～17 時 00 分 

場 所：横須賀市消防局庁舎３階 消防第２会議室 

 

 

（委員質問） 

・令和６年度の取り組み報告及び令和７年度の予算の概要について、文化スポーツ

観光部と関連部署の予算で実施される事業の選定基準について 

（事務局回答） 

・選定基準として、直接所管していない事業も含め、整備やリニューアル後に文化

スポーツ観光部が積極的に関与して事業を盛り上げる必要があると考えている事業

をピックアップしている。 

 

（委員質問） 

・近年の観光客数が増加している要因について 

（事務局回答） 

・観光客増加の要因は、ヴェルニー公園や観音崎公園、ポートマーケット、軍港め

ぐりの好調な集客。また、ジブリ展の成功により美術館の入館者が大幅に増加した

ことが大きな伸びにつながったと考えている。加えて、三笠公園、ソレイユの丘、

すかなごっそ、猿島なども軒並み増加し、令和５年には中止されていた花火大会も

令和６年は再開できたことも要因にある。 

 

（委員意見） 

・施策が消費や宿泊にどのように繋がっているかを含めた考察が必要である。 

（事務局） 

・現時点では消費や宿泊との関係や要因については今後の分析課題である。特に横

須賀の夜間の消費や宿泊が低伸している点については、次期計画においても引き続

き課題として扱う予定。 

 

（委員質問） 

・観光客増加に対するインバウンド（訪日外国人客）の影響について 

（事務局回答） 

・横須賀ではインバウンドの増加による大きな影響は見られないと考えている。む

しろ、横須賀市は米海軍基地があるため、米海軍及びその関係者を中心とした需要

を重要視しており、横須賀市内にしっかりと来訪してもらえるように魅力を発信し

ていきたい。また、近隣市の大型 MICE 施設との連携による MICE 需要の取り込みを
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通じ、ターゲットを絞ってインバウンド誘客を強化したいと考えている。 

 

（委員意見） 

・横須賀への入込客数が増加している要因や訪問者のタイプに関して、その分析は

非常に重要である。全国的にもインバウンド消費はコロナ前を大きく上回り、消費

額が 8.1 兆円に達し、1人当たりの消費単価は、22 万円を超えてきており、消費額

や質の向上も観光政策で重要。2030 年までにインバウンド目標を 6000 万人・15 兆

円とする国の方針のもと、消費単価も 25 万円を目指す現状では、横須賀でもどのよ

うな訪客がいるのか、その平均消費額について継続的な調査と観察を行う必要があ

る。 

 

 

以降、令和６年度に実施した観光マーケティング調査および次期横須賀市観光立市

推進基本計画骨子案について事務局から説明、各委員から意見等が述べられた。 

（観光マーケティング調査については非公表データを掲載しているため、次期横須

賀市観光立市推進基本計画骨子案は、公開することにより公正性が損なわれる情報

を取り扱うため、議事内容については非公開。） 


